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死亡労働災害多発特別注意報を発令 
～死亡労働災害が増加しています～ 

 

埼玉労働局(局長 田平
た び ら

浩二
こ う じ

)は、埼玉県内における死亡労働災害が令和８年

10 月末現在で、前年同期比で 3 人増加となり、前年年間の 24 人に迫ったこと、

埼玉第 14 次労働災害防止計画の目標達成が難しくなってきたことから「死亡

労働災害多発特別注意報」を発令し、県内の事業者、労働者をはじめとする関係

者に対して、死亡労働災害の撲滅に向け、安全の確保、基本的な安全措置の徹底を図

ることとしました。 

埼玉労働局は死亡労働災害減少に向けて、県内各労働基準監督署と連携し、

災害防止の徹底を図るほか、各関係団体等の事業者に対し、死亡災害撲滅を働

きかけてまいります。 

 

１ 発令期間 

令和８年 11 月 11 日（水）から令和９年１月 15 日（金） 

 

２ 期間中に特に徹底すること 

 （１）墜落・転落災害の防止 

    高所作業時の墜落防止設備の点検 

    墜落制止止用器具の確実な使用 

    脚立やはしごの適正使用 

    保護帽の着用 

 （２）交通災害の防止 

    過労運転を防止するため、十分な休憩・睡眠時間を確保する。 

交通安全教育を実施する。 

必要に応じて誘導者を配置する等作業区域への立入禁止を徹底する。 

 （３）フォークリフトによる災害防止 

    フォークの下に立ち入らないことを徹底する。 

主たる用途以外の使用をしないよう教育を行い徹底する。 

    有資格者に運転させる。 

 （４）高年齢労働者の労働災害防止 

    高年齢者の労働災害防止のための指針の取組を行う。 

 

埼玉労働局発表 

令和８年 11 月 11 日（水） 
【照会先】 

埼玉労働局労働基準部健康安全課 

（電話番号）048-600-6206 

Press Release 



【資料】 

別紙１ 死亡労働災害多発特別注意報 

別紙２ 死亡労働災害多発特別注意報リーフレット 

 



 

死亡労働災害多発特別注意報 

 

令和８年 11 月 11 日 

埼玉労働局 

 

埼玉労働局管内における死亡労働災害が令和８年 10 月末日現在で 22 人と前

年同期と比較して３人の増加となっております。中でも「墜落・転落災害」は令

和７年１年間で４人だったところ、令和８年 10 月末日現在で８人と現時点で倍

増となっています。また、被災者の 54.5％が 60 歳以上と高年齢者の災害が多く

なっております。 

このまま死亡災害が発生し続けると、前年の年間 24 人を超え、前々年の年間

33 人に迫ることが懸念されます。 

このような状況を重く捉え、ここに「死亡労働災害多発特別注意報」を発令し、

県内の事業者、労働者をはじめとする関係者に対して、死亡労働災害の撲滅に向

け、安全の確保、基本的な安全措置の徹底を図ります。 

 

記 

１ 発令期間 

  令和８年 11 月 11 日（水）から令和９年１月 15 日（金） 

 

２ 期間中に特に徹底すること 

 （１）墜落・転落災害の防止 

    高所作業時の墜落防止設備の点検 

    墜落制止用器具の確実な使用 

    脚立やはしごの適正使用 

    保護帽の着用 

 （２）交通災害の防止 

    過労運転を防止するため、十分な休憩・睡眠時間を確保すること。 

交通安全教育を実施すること。 

必要に応じて誘導者を配置する等作業区域への立入禁止を徹底すること。 

 （３）フォークリフトによる労働災害防止 

    フォークの下に立ち入らないことを徹底すること。 

主たる用途以外の使用をしないよう教育を行い徹底すること。 

    有資格者に運転させること。 

 （４）高年齢労働者の労働災害防止 

    高年齢者の労働災害防止のための指針の取組を行うこと。 



荷役作業での労働災害を防止しましょう！ 高年齢者の労働災害防止のための対策交通労働災害を防止ずるためにはしごや脚立からの墜落・転落災害を
なくしましょう！
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